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1. はじめに
本年度の研究は， r本校の教育計画会体を整備してい乙うJという ζ とが，取り組みの基盤となっ
ている。その乙とは， rたとえすばらしい実設がごろごろしていても，たとえば学校全体としてそれ







(1) 本校の教育活動が「めざしている ζ とjを「すじみちを立ててJ. r具体的資料Jにもとずいて
お互いが理解のできるように整理していく。



















































































指 導 内 打仕.， 指 導 元三 態 {藷 ニバ念ラ乙遊 び 臼生 生単 作業 教科 養・言iI
運動機能(基本的運動パターン〉 。 o 。中心テーマ
A 感覚機能 。 。 {~ 関連テーマ
発 知覚・認知機能 。 O 
達 乙とiまコミュニケーション 。 O O O 





基本的な臼常生活の習慣の確立 。 O 
生
集団への参加 O O 。
活
家庭生活に関する知識・技能・態度 O O O 
面
社会生活 λγ 1/ 。 O O 
職業生活 λγ 1/ 。 O 
C 情緒の安定 。
行
問題行動の改善 o O 動




基本的生活習閣の篠立 O O 食事・衣服・排波・済潔
※ 健康保持と安全生活 O O O 健康・病気とけが・衛生
B 集団への参加 O O O きまり・役割・仲間づくり・遊び
生 学校生活への適応 O O 学(校終理に柊おける日常生活指導の内容よん 畳いさつ笠}
活 自然事象の認識と処理 O O O 自然・時間
在百 家庭生活に関する知識と技能 G O O 家庭・手伝い・家事
社会生活に関する理解と経験 O O O 金公銭共・社会の用しくみ施設の利












































2 材料 (は)一 ※ l 運動機能
3. 用呉




1.移動 2.間定 3.分解 4組立て





















































































































































〈丘手;.4 2 ) 
1震 目 細 項 自 項 目 細 項 目
1.基本的生活習雷 食 事 7 き ま り 日常生活上の約束
担ド t設 集団行動上の約束
援眠・起床 交通ルール
身だしなみ 8 金 銭 貿い物
清 潔 才ゴ 金
9 自 然 植 物
整 動 物
気 象
2. 健康 安全 健康診断 天 体
安全な日常生活 季 節
病気・けがの処震 地 勢(山・ )11.海)
歩き方(横断) 道具や機械
主 理 10 社会のしくみ 身近な人
避難訓練 いろいろな職業
3. 遊 び 勝ち負け 所在地
後始末 行事・祝祭日
ルール(約束〕 社会のできごと
4. 3と 際 所 属 11 公共施設の利用 乗り物
あいさつ 公爵・遊園地
チ主シ宍， 力日 戸う主t. 校
伝 達 郵 使
思いやり(礼儀) 五屯ヲす， 話
Z合 月ミ ヨと 番





















(1) 大項包は、(資料1)の「職業生活に関する知識・技能・態度j を次の 3~長自に
i 総業生活に関する知識・理解
/1 に関する態度













(資料 5 1) 






























大 ct 細 綿々 大 中































す 特性 ¥¥¥¥¥¥ 業 の 了寧察ささ
2 材料の選択 ¥¥¥ ¥¥¥ 
と川J 竺作へ業の監適場面切星さる 加法 二---二---二~二= 生キオ 減法



























































さらに， r移動J， r閤定J， r分解J， r組立て」という， 4つの筏点のもとに
それを精選したものである。
O任ヨ一 一類駒航!t.lH:J: lJには山こ斗叫よωり加決肘ル一まb一一つ♂て引くω叩一るω…のMで 緋叩的
た。(作業プラグラムを総むときに，具体的な名称を入れる乙とを前提としている。〉
O庄三一物を間体」訓」唱体J一蹴したo 乙
の場合も具体的な物の名称は避けた。
o (どのように)の項目は 身体・物の認知のしかたについて，高知大学プラン等を
参考にして整捜したものである。
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